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   上山佐の年末の風物詩『イルミネーション』 

 数年前からこの時期の上山佐のあちらこちらでイルミネーションが設置されていま
す。特に今年は森口地区有志の「ピーカピカの会」（会長：鴨木徹さん）で、交流セン
ター近くの田んぼ一枚を使い、10基を超える数のイルミネーションが大掛かりに設置さ
れ、上山佐地区内はもとより地区外でも話題になり、見物客も増えているようです。会
長の鴨木さんによれば「年々少子高齢化で人口が減少し地域がさみしくなる中、少しで
も賑わいを取り戻すようなことをしたい、ということで始めた。」とのことです。また
その周辺でもイルミネーションを飾っているご家庭も多くあります。さらに待合集会所

や下明集会所にも、それぞ
れ 待 合 自 治 会、Yamasa 
Clubにより設置されていま
す。 
 鴨木さんは「毎年少しず
つ規模を拡大していきたい
し、上山佐の他の場所でも
設置してもらい、賑わいを
広げていきたい。」と話し
ておられました。これも
『地方創生』と言えると思
います。来年度、各家庭や
各地域でも設置を検討して
みませんか？ 

1１月末の上山佐人口＝ 3９０ 人（対前月比：±０人 ）  

    先生と一緒になってお勉強 
 11月22日山佐小学校で、広瀬中学校区の
学校人権同和教育研修会が開催され、奥田
原・上山佐の地域の方や保護者なども参加
し、1・2年生の道徳の授業、そして授業後
の教員の勉強会の様子を、別室で映像を観る
という方式で見学しました。授業の中では、
少人数の児童だと多様な意見が出づらいとい
うことから、布部小学校での同じ授業で出た
児童からの意見が紹介されていました。 
 その後会場を体育館に移し、山佐小学校で
の取り組み発表、そしてDVDを視聴したう
えでのグループ協議という研修日程で、教員
と地域の方などが一緒になって学習しました。 
 研修後の感想として「授業を直接ではなく、別室でリアルタイムで見るのは新鮮だっ
た。」「教員と地域の方と一緒の研修は初めてだったが、地域の方の話が聞けたりアドバイ
スを受けて良かった。」などの声が寄せられていました。 
 今後も学校授業等へ地域の方が参加できる企画、続けていきます。なおこれに関連して、
１月１８日（金）の午後、小学校で食事に関する講演会を計画されており、１月上旬に新聞
折り込みのチラシにより参加のご案内があります。「さあ、みんなで学校に行こう！」 

   地元ランナー山佐路を力走 

 11月25日、安来駅伝競走大会が開催されました。山佐交流センターをス

タートし、広瀬中央交流センターまでの6区間、13.8Kmのコース。 

 このコースの地元上山佐体協は、1区待合の湯浅亮平さん、2区中口の仙田

哲也さん、3区下明の川上歩夢さん、4区森口の鴨木誉さん、5区下明の岩田

啓紀さん、6区待合の加藤晃裕さんの布陣で参加、全15チーム中見事第6位

でゴールしました。また6区の加藤さんが区間賞という成績でした。 

 合併前、同じコースで広瀬町駅伝大会として行われていましたが、合併の

数年後、それを「安来市駅伝競走大会」に変更し、現在に至っています。山

佐中学校時代には陸上部があ

り、その中から数々の陸上選手

が育ちました。広瀬中学校に統

合された際も陸上部は残された

のですが、数年前に廃止されて

しまったのが残念です。 

 走ることはスポーツの基本で

す。駅伝出場の有無は別として

まずは体力づくりのため、少し

ずつ走ってみませんか？ 

 

  受賞おめでとうございます 

 長年交通指導員として活動してこられた中口の仙田太助さんが、11月22

日に「平成30年度島根県各種功労者（交通安全功労者）」として、表彰を

受けられました。誠におめでとうございます。これからも地域の交通安全に

ご尽力いただきますようお願いします。 

【編集後記】 

 今年は全国的に災害が多く、

今年の漢字には「災」が選ばれ

ました。幸いこの地区では大き

な災害は無かったものの、伯太

では豪雨により河川堤防が一部

崩落したと聞きました。大きな

災害はいつやって来るかわかり

ません。来月２０日(日)の午後

３時から「土砂災害特別警戒区

域」の説明会が交流センターで

開催されます（詳しくは市報を

ご覧ください）。是非参加いた

だき、土砂災害に対する認識を

深めていただければ幸いです。 

 それでは皆さん、良いお年を！ 

   寄せ植えできた！ 

 12月14日交流センターを

会場に、ミニデイサービス

「ニコニコサロン」で寄せ植

えに挑戦しました。講師は米

子市にある「園芸センターえ

ど」の江戸店長。今回使う花

の説明などを聴いた後、数種

類の土や肥料の混ぜ合わせ作

業、そして各自好みの花を選

んで試行錯誤しながら、寄せ植えを完成させることができました。 

 参加者からは、「なかなか難し

かった」「切り花がまれな時期に、

こうしたものを作れて良かった」な

どの声があがっていました。 

 身近に花があることで、生活に彩

や潤いが生まれるのではないでしょ

うか？皆さんも寄せ植えに挑戦した

り、畑への花植えなどで、花いっぱ

いの上山佐にしていきましょう。 

「ピーカピカの会」のイルミネーション 

山佐小学校の取り組みの説明を聴く参加者 

好みの花を物色中 

完成した作品 

スタート前の選手の皆さん 


